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ー 協調型自動運転の実現に向けて ー



自動運転における交通環境情報の位置づけ
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Society 5.0の実現協調領域の技術開発



交通環境情報の整備/配信ロードマップ
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◆ 「交通環境情報構築と活用ロードマップ」を策定し、実証実験を通じて標準化・実用化に取り組み



実証実験を通じた取り組み
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SIP第1期大規模実証実験(18年度)

◆ 実用化へのマイルストンとして、実交通環境下での実証実験に継続的に取組

高精度3次元地図の実用化

（実験成果）
✓ ‘19年、ダイナミックマップ基盤株式会社

により全国の高速道路・自動車専用道路
約３万ｋｍ分の地図提供事業開始

日産・本田・トヨタの
高度運転支援システム

に採用

（高精度3次元地図）（ダイナミックマップ）



実証実験を通じた取り組み
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SIP 第2期 東京臨海部実証実験(19年度～20年度)

⚫ 信号情報提供の仕様確立に向け、ITS*用途に割り当てられた専用周波数帯
を使った狭域無線通信（V2I**）により実証

無線通信を使った動的情報利活用の仕組み構築

*ITS     : Intelligent Transport Systems
**V2I   : Vehicle to Infrastructure ***V2N:Vehicle to Network

（信号情報配信の例）

200～300m圏内

⚫ 民間プローブ情報収集と活用のしくみ構築に向け、広域公衆ネットワーク通信
（V2N***）により技術的な実現性を実証
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東京臨海部実証実験概要

臨海副都心地域（お台場）
➢ 一般道における高度な自動運転

走行の実現

➢ 先読み情報による安全で円滑な
自動運転走行実現

羽田空港地域 首都高速道路

➢ 自動運転バスによる次世代の公共
交通システム（ART）実現

➢ 実交通環境における国際的にもオープンな実験環境下で実用化、標準化を推進
➢ 産学官が連携し、マッチングファンド形式により民間投資を引き出し研究開発を促進
➢ 試乗会イベント等を企画し、社会的受容性醸成の機会として活用

狙い

場所と内容

実験参加機関

信号情報提供 信号情報提供 民間プローブ情報収集と活用路車連携・合流支援等

実験環境整備



実証実験環境の概要
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高度化光ビーコン対応
高速道路実験用車載機

760MHz
受信機

受信データ
確認用PC

高度化光ビーコン付5.8HzDSRCアンテナ

760MHz用アンテナ

高速道路ゲート情報
合流支援情報

高速道路実験用
路側機

信号情報

760MHzRSU

地図データ
地図更新データ

クラウドサーバ

東京臨臨海部実証実験
コンソーシアム

提出

実験用車載機
(BOX-PC)

GNSS 受信機

車両制御装置
＊実験参加者準備 ドライブレコーダ

電子数取器

動態管理
システム

画像＋ログデータ

モバイル端末
(モバイルルータ)

車線別交通環境情報 モバイル通信網



信号情報提供（臨海副都心地区）

⚫ 信号灯色情報により、様々な
環境下でも信号認識が安定
的に可能であることを確認。

⚫ 自動運転のために必要な要件を
満たす、インフラからの信号情報
配信の仕様を 決定した。

⚫ 移動サービスを含む自動運転車の
安全で円滑な社会実装への、通
信による 信号情報の有効性を
確認できた一方、実装エリアに対す
る地域単位でインフラ整備が必要
なことも確認された。

◆ 通信（V2I）による「信号情報提供」実証実験

お台場33か所の交差点信号機に
狭域無線通信設備（V2I）を設置

実験結果 成果

信号灯色＆残秒数情報の配信

‘21年度は、地域単位でのインフラ
整備に有効とされるV2Nによる信
号情報配信にも取り組みを拡大
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民間プローブ情報収集と活用（首都高速道路）

◆ 実交通環境下において、民間プローブ情報を収集して活用するしくみを実証実験

⚫ 収集した民間プローブ情報の統計処理に
より、車線別の交通環境情報の生成、配
信可能性につきフィージビリティスタディを
完了。

成果

走行車両からリアルタイムに収集したプローブ情報の統計処理により、
車線別の渋滞情報を生成してV2Nにより配信

LTE
モバイル通信

実験結果

⚫ 車道レベル精度の民間プローブ
情報から、統計処理により車線別
の渋滞末尾情報を生成できること
を実証。

SIP生成情報
（車線レベル）

JARTIC*情報
（車道レベル）

*JARTIC:(公財)日本道路交通情報センター

ダイナミックマップ
ビューワーによる

可視化

V2N

‘21年度は、収集する民間プローブ情報
の拡張（N数および、種類増）により
生成、配信する情報の精度・鮮度の
向上および、実用化にむけたしくみ構築
に取り組み

V2N



‘21年度実証実験を通じて目指す姿

⚫ 地域単位で、信号情報を使った一般道
での運転支援や自動運転

⚫ ゲリラ豪雨等を予測して早めの備え
（回避経路、手動運転切り替え）

⚫ 渋滞車線予測によるスムーズな車線変更 ⚫ 緊急車両接近の注意喚起と回避

◆ 交通環境情報の活用による、ドライバー情報提供、高度運転支援システム、自動運転システム適用シーン拡大を実現
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‘21年度実証実験の概要
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⚫ 実用化を見据えて広域公衆ネットワーク（V2N*)を通じた
新たな情報生成と配信実験環境を東京臨海部に構築

◆ 東京臨海部において、自動運転車の運行シーン拡大にむけた新たな交通環境情報の利活用に取組

*V2N: Vehicle to Network

⚫ 実験参加機関 ✓ 国内外22機関の参加決定



情報配信方式の検討
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◆ データサーバーから、必要な情報を効率的に配信する為の仕様立案と検証

⚫ 情報利用者（自工会）と連携して、ユースケース想定した最適配信方式を立案した

• 即時性が低い情報
• 中広域情報

• 即時性が高い情報
• 狭域(自車周辺)情報

（求められる要件）
✓ タイムリーな情報の利用
✓ 通信トラフィック量の削減

（目標成果）
情報配信方式の業界ガイドライン化、標準化実験による検証



アーキテクチャを実現するネットワーク要件検討

12

◆ ネットワークにおけるインターフェース立案と、社会実装時のインフラに対する課題、要件の検証

（求められる要件）
✓ 情報配信方式を実現するI/F
✓ 社会実装前提としたネットワーク要件設計

（目標成果）
インフラに求められる要件の明確化
およびI/Fの標準化

実験による検証
＋社会実装シミュレーション

⚫ ICT事業者と連携して、アーキテクチャ、情報配信方式を実現するネットワーク環境を立案した

クラウドサーバ
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⚫ スケジュール

2021年 2022年

テーマ ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～

交通環境
情報
利活用

（配信情報毎に詳細スケジュール調整中）

実証実験（V2N)
オープンな自動運転研究開発の
場として配信環境維持を調整中

環境構築 接続試験

まとめ

◆ V2Iによる信号情報配信の有効性確認および、自動運転のために必要な要件を満たす、

インフラからの信号情報配信の仕様を決定した。

◆ 民間プローブ情報の収集と活用について、V2Nによるフィージビリティスタディを完了した。

◆ ‘21年度は、動的な交通環境情報利活用のシーン拡大の実用化を目指し、V2Nを使った

新たな実証実験に取り組む。

⚫ 東京臨海部実証実験オフィシャルサイト https://www.sip-adus.go.jp/fot/



Thank you


